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合 気 道 新 聞 第７７０号令和８年（２０２６）５月１０日（１） （毎月１回１０日発行）

�
開
祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主
慰
霊
祭
�も

「
合
気
神
社
大
祭
」
と
「
開

祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主
慰
霊
祭
」

は
、４
月
２９
日
午
前
１１
時
よ
り
、

茨
城
県
笠
間
市
（
旧
岩
間
町
）

の
合
気
神
社
で
執
り
行
わ
れ

た
。
当
日
は
１
２
０
０
名
の
参

拝
者
が
参
集
し
た
。

合
気
神
社
大
祭
は
、
修
祓
に

始
ま
り
、
大
祭
祝
詞
、
植
芝
家

を
は
じ
め
、
各
界
の
玉
串
奉
奠

が
行
わ
れ
、
参
拝
者
全
員
で
神

言
を
奏
上
し
た
。

開
祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主
慰

霊
祭
は
、
祖
霊
、
開
祖
・
吉
祥

丸
二
代
道
主
慰
霊
祭
祝
詞
の
あ

と
、
植
芝
家
、
開
祖
・
吉
祥
丸

道
主
ゆ
か
り
の
参
拝
者
、
参
拝

者
代
表
に
よ
る
玉
串
捧
呈
が
行

わ
れ
た
後
、
天
津
祝
詞
が
奏
上

さ
れ
た
。

主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
植
芝

守
央
道
主
よ
り
「
本
日
は
ご
多

用
の
中
、
こ
の
よ
う
に
大
勢
の

皆
様
方
に
合
気
神
社
大
祭
、
合

気
道
開
祖
植
芝
盛
平
翁
並
び
に

吉
祥
丸
二
代
道
主
の
慰
霊
祭
に

お
参
り
を
賜
り
ま
し
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
開
祖
は
亡
く
な
ら
れ
て
５７

年
、
吉
祥
丸
二
代
道
主
が
亡
く

な
ら
れ
て
、
２７
年
の
年
月
が
経

ち
ま
し
た
。
開
祖
の
創
始
さ
れ

た
合
気
道
は
現
在
世
界
１
４
０

の
国
と
地
域
に
大
き
な
広
が
り

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
開
祖
の
創

始
さ
れ
た
合
気
道
そ
の
も
の
、

技
と
精
神
、
こ
れ
は
素
晴
ら
し

い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
吉
祥
丸
二
代
道
主
を
は
じ

め
と
す
る
先
達
の
方
々
が
情
熱

を
持
っ
て
合
気
道
に
取
り
組
ん

で
普
及
振
興
し
て
こ
ら
れ
た
と

同
時
に
現
在
そ
の
合
気
道
を
し

っ
か
り
と
稽
古
さ
れ
て
い
る
皆

様
方
の
お
力
に
よ
る
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
開
祖
の
創
始
さ
れ
た
合

気
道
を
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

と
稽
古
を
さ
れ
て
、
そ
し
て
正

し
く
次
の
世
代
へ
継
承
し
て
い

く
こ
と
は
今
の
私
た
ち
の
役
目

だ
と
思
い
ま
す
。

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
日
々
の
稽

古
を
大
切
に
前
向
き
に
、
し
っ

か
り
と
歩
ん
で
い
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
本
日
は
皆
様
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
挨
拶
。

こ
の
後
、
植
芝
充
央
本
部
道

場
長
に
よ
る
奉
納
演
武
、
植
芝

道
主
に
よ
る
奉
納
演
武
が
行
わ

れ
、
午
後
１２
時
半
祭
典
を
終
了

し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
茨
城
支
部

道
場
内
に
移
し
て
直
会
が
行
わ

れ
、
植
芝
充
央
本
部
道
場
長
、

山
口
伸
樹
笠
間
市
長
、
田
所
嘉

徳
衆
議
院
議
員
よ
り
挨
拶
、
林

典
夫
（
公
財
）
合
気
会
常
務
理

事
の
発
声
で
乾
杯
が
な
さ
れ
、

和
や
か
に
進
め
ら
れ
た
。

◆

大
祭
玉
串
奉
奠
者
（
敬
称
略
）

▽
斎
主
�
椎
野
恭
三
▽
植
芝
家

�
合
気
道
道
主
・
植
芝
守
央
、

植
芝
恭
子
、
本
部
道
場
長
・
茨

城
支
部
道
場
長
・
植
芝
充
央
、

植
芝
慶
子
、
植
芝
紘
央
、
植
芝

智
央
▽
（
公
財
）
合
気
会
常
務

理
事
�
林
典
夫
▽
前
衆
議
院
議

員
�
福
島
伸
亨
▽
笠
間
市
長
�

山
口
伸
樹
▽
笠
間
市
議
会
議
長

�
畑
岡
洋
二
▽
笠
間
市
教
育
委

員
会
教
育
長
�
小
沼
公
道
▽
田

辺
市
副
市
長
�
木
村
晃
和
▽
田

辺
市
市
議
会
副
議
長
�
宮
井
章

▽
田
辺
市
教
育
委
員
会
教
育
長

�
野
田
泰
輔
▽
茨
城
県
議
会
議

員
・
茨
城
県
合
気
道
連
盟
会
長

�
常
井
洋
治
▽
本
部
道
場
指
導

部
代
表
�
入
江
嘉
信
▽
茨
城
支

部
道
場
指
導
部
代
表
�
稲
垣
繁

實
▽
全
日
本
合
気
道
連
盟
理
事

長
�
宮
本
鶴
蔵
▽
参
拝
者
代
表

�
（
公
財
）
合
気
会
監
事

・
山
本
高
英

◆

開
祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主
慰
霊

祭
玉
串
捧
呈
者
（
敬
称
略
）

▽
斎
主
�
椎
野
恭
三
▽
植
芝
家

�
合
気
道
道
主
・
植
芝
守
央
、

植
芝
恭
子
、
本
部
道
場
長
・
茨

城
支
部
道
場
長
・
植
芝
充
央
、

植
芝
慶
子
、
植
芝
紘
央
、
植
芝

智
央
▽
（
公
財
）
合
気
会
理
事

�
赤
沼
二
己
男
、
可
児
晋
、
佐

藤
健
▽
開
祖
・
吉
祥
丸
道
主
ゆ

か
り
の
参
拝
者
�
小
林
道
場
総

師
範
小
林
保
雄
、
▽
（
公
財
）

合
気
会
評
議
員
�
村
井
謙
介
、

徳
永
昌
子
、
田
辺
暢
、
木
寅
雅

之
▽
参
拝
者
代
表
�
（
公
財
）

合
気
会
評
議
員
・
佐
藤
勝
彦

１２００名が参集した

植芝道主の奉納演武

道

歌

ふ
り
ま
は
す

太
刀
に
目
付
け
て

何
か
せ
ん

拳
は
人
の

斬
る
と
こ
ろ
た
れ

第
６３
回
全
日
本
合
気
道
演

武
大
会
は
、５
月
２３
日（
土
）、

東
京
・
千
代
田
区
の
北
の
丸

公
園
内
の
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
午
前
１１
時
開
場
、

正
午
開
会
、
午
後
５
時
閉
会

の
予
定
。
一
般
の
参
観
者
歓

迎
、
入
場
無
料
で
す
。

〔
個
人
演
武
〕植
芝
守
央
道

主
、
本
部
道
場
師
範
、
地
域

道
場
師
範
ら
が
出
場
。

〔
団
体
演
武
〕本
部
道
場
、

地
域
道
場
、
社
会
人
団
体
、

学
生
連
盟
な
ど
約
８
０
０
０

名
が
出
場
。

主
催
�
（
公
財
）
合
気
会

協
力
�
全
日
本
合
気
道
連

盟
、
全
国
学
生
合
気
道
連
盟

後
援
�
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
東

京
都
、
（
公
財
）
日
本
武
道

館
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
日
刊
ス
ポ
ー

ツ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

植芝本部道場長の奉納演武

肌寒い中、直会を楽しむ

前
清
掃
に
１８８
名

合
気
神
社
例
大
祭
前
の
清
掃

奉
仕
作
業
が
４
月
１２
日
午
前
９

時
か
ら
行
わ
れ
、
茨
城
支
部
道

場
の
会
員
、
本
部
道
場
幹
事
、

茨
城
支
部
道
場
指
導
部
、
本
部

道
場
指
導
部
さ
ら
に
茨
城
県
合

気
道
連
盟
傘
下
の
１６
団
体
か
ら

わ
せ
て
１
８
８
名
が
参
加
し

た
。神

社
・
境
内
・
道
場
周
辺
の

草
刈
り
等
を
行
い
、
正
午
に
終

了
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

参
加
者
は
清
掃
作
業
に
一
生
懸

命
に
取
り
組
み
、
大
祭
に
向
け

て
準
備
を
整
え
た
。

清掃奉仕作業が行われた

合
気
神
社
大
祭
に

で
か
け
た
。
空
模
様

が
心
配
だ
っ
た
が
、

開
催
時
に
は
一
時
的

に
降
っ
た
雨
も
す
ぐ

に
上
が
り
祭
事
は
無

事
執
り
行
わ
れ
た
。た
だ
、気
温

が
低
く
寒
さ
を
感
じ
た
。
そ
の

後
の
直
会
は
い
つ
も
通
り
大
勢

の
参
加
者
で
盛
り
上
が
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
先
月
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

が
世
界
経
済
見
通
し
を
発
表
し

た
。
世
界
経
済
の
成
長
率
は
減

速
し
、
一
方
イ
ン
フ
レ
率
は
上

昇
す
る
と
見
て
い
る
。
特
に
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興
国
市
場

や
発
展
途
上
国
に
お
い
て
顕
著

に
見
ら
れ
る
と
予
想
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
見
通
し
は
中
東

の
紛
争
の
期
間
と
範
囲
が
限
定

的
な
も
の
と
の
前
提
で
の
予
想

故
に
長
期
化
す
る
と
大
変
な
事

に
な
る
と
警
告
し
て
い
る
。

そ
の
イ
ラ
ン
情
勢
は
、先
月
、

一
時
的
な
停
戦
状
態
と
な
り
戦

闘
終
結
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い

た
が
本
稿
執
筆
の
段
階
で
は
未

だ
に
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
合
意
が
近

い
と
何
度
も
述
べ
て
い
る
が
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
互
い
に
攻
撃

の
応
酬
も
あ
り
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
だ
。
こ
れ
で
は
物
価
高

な
ど
も
収
ま
ら
な
い
状
態
だ
。

実
際
に
食
品
の
値
上
げ
は
続

い
て
い
る
。
最
近
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
ト
レ
ー
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
、
包
装
資
材
の
高
騰
も

原
因
の
一
つ
だ
。
こ
れ
ら
は
ナ

フ
サ
と
い
う
石
油
製
品
か
ら
作

ら
れ
て
い
る
。

ナ
フ
サ
は
原
油
を
精
製
し
て

作
ら
れ
る
が
、
日
本
国
内
で
生

産
さ
れ
る
量
は
必
要
量
の
約
四

割
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
六
割
を

中
東
な
ど
か
ら
輸
入
し
て
い

る
。
日
本
で
は
高
度
経
済
成
長

期
に
石
油
化
学
工
業
が
大
き
く

発
展
し
、
不
足
す
る
ナ
フ
サ
を

海
外
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
、
原
油
と
異
な
り
国
家
備

蓄
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
ナ
フ

サ
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。

簡
単
で
は
な
い
と
思
う
が
、

ナ
フ
サ
を
原
料
と
す
る
製
品
を

別
の
資
源
を
使
っ
た
製
品
に
置

き
換
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
可
児

晋
）

合気神社大祭に１２００名

第
６３
回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
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合 気 道 新 聞 （２）令和８年（２０２６）５月１０日第７７０号

広
島
県
合
気
道
連
盟
（
以
下

‥
広
島
県
連
）
は
、
創
立
４０
周

年
を
記
念
し
、
広
島
県
合
気
道

連
盟
４０
周
年
記
念
行
事
を
、
令

和
８
年
３
月
２８
日
か
ら
２９
日
に

か
け
て
広
島
市
内
で
開
催
し

た
。初

日
の
２８
日
は
、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
お
い
て
祝

賀
会
が
行
わ
れ
、
加
盟
す
る
３４

団
体
か
ら
約
１
２
０
名
の
関
係

者
、
ま
た
来
賓
と
し
て
植
芝
充

央
合
気
道
本
部
道
場
長
、
山
本

高
英
全
日
本
合
気
道
連
盟
（
以

下
‥
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
常
任
理
事
が
出

席
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
渡

邊
祐
司
広
島
県
連
理
事
長
は

「
広
島
県
連
は
昭
和
６０
年
に
発

足
し
、
令
和
元
年
に
は
新
た
に

１９
団
体
が
加
盟
し
、
現
在
３４
団

体
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
多
く
の
先
人
の
努
力
に

よ
り
今
日
の
広
島
県
連
が
あ
る

と
心
に
刻
み
、
さ
ら
な
る
発
展

へ
と
向
か
い
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

植
芝
本
部
道
場
長
か
ら
は

「
こ
の
度
は
広
島
県
連
が
４０
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
誠
に

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
４０
年

と
い
う
長
い
年
月
の
中
に
は
、

多
く
の
方
々
の
情
熱
が
注
ぎ
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
未

来
に
繋
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
現
在

世
界
は
混
沌
と
し
、
情
報
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
合
気
道

の
理
念
そ
の
も
の
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
是
非
こ
の
合
気
道
の
理

念
、
『
和
合
の
心
』
を
胸
に
刻

み
な
が
ら
稽
古
に
励
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
祝

辞
を
贈
ら
れ
た
。

続
い
て
山
本
Ｊ
Ａ
Ｆ
常
任
理

事
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
胤
森

正
紀
広
島
県
連
副
理
事
長
に
よ

る
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

長
年
に
わ
た
り
広
島
県
に
お
け

る
合
気
道
の
普
及
・
振
興
に
尽

力
し
て
き
た
同
連
盟
の
歩
み
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
節
目
の

年
を
祝
う
和
や
か
な
ひ
と
と
き

と
な
っ
た
。

続
く
２９
日
は
、
広
島
県
立
総

合
体
育
館
武
道
場
に
会
場
を
移

し
、
記
念
式
典
お
よ
び
本
行
事

に
併
せ
て
行
わ
れ
た
第
２２
回
全

日
本
合
気
道
連
盟
特
別
講
習
会

が
開
催
さ
れ
た
。

中
田
猛
広
島
県
連
副
理
事
長

に
よ
る
開
会
宣
言
の
後
、
主
催

者
を
代
表
し
て
宮
本
鶴
蔵
全
日

本
合
気
道
連
盟
理
事
長
よ
り

「
広
島
県
合
気
道
連
盟
創
立
４０

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
、
第
２２
回
全
日
本
合

気
道
連
盟
特
別
講
習
会
は
広
島

県
合
気
道
連
盟
４０
周
年
記
念
行

事
と
共
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
講
習
会

を
通
し
て
、
合
気
道
の
理
念
と

会
員
相
互
の
協
調
と
友
和
を
深

め
、
横
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

て
、
正
し
い
公
共
活
動
と
普
及

振
興
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
渡
邊
広
島
県
連

理
事
長
か
ら
の
挨
拶
が
続
い

た
。次

に
植
芝
本
部
道
場
長
か
ら

「
昨
日
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
々
の
情
熱
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
４０
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
方
々
の
思
い
を
受
け

止
め
、
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
我
々
の
役
目
だ
と
思

い
ま
す
。
一
回
一
回
の
稽
古
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
ま
た
連
盟

と
し
て
の
活
動
を
よ
り
活
発
に

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
贈
ら
れ

た
。式

典
後
に
は
、
約
１
時
間
半

に
わ
た
る
特
別
講
習
会
が
行
わ

れ
、
愛
知
県
や
鹿
児
島
県
な
ど

遠
方
の
県
か
ら
も
多
く
の
会
員

が
集
ま
り
、
総
勢
約
２
４
０
名

の
参
加
者
が
熱
心
に
稽
古
に
励

ん
だ
。
植
芝
本
部
道
場
長
は
参

加
者
に
向
け
て
、
合
気
道
の
技

は
入
身
・
転
換
・
転
身
・
呼
吸

力
の
四
つ
の
要
素
が
組
み
合
わ

さ
っ
て
で
き
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
常
に
意
識
し
な
が
ら
稽
古
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
伝
え
、

参
加
者
に
と
っ
て
実
り
の
あ
る

時
間
と
な
っ
た
。

広
島
県
合
気
道
連
盟
４０
周
年

記
念
行
事
は
、
連
盟
の
結
束
を

よ
り
強
固
に
し
、
ま
た
未
来
に

向
か
っ
て
歩
ん
で
い
く
こ
と
を

誓
い
つ
つ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

幕
し
た
。
（
合
気
道
本
部
道
場

指
導
部
指
導
員

有
馬
隼
人
）

植芝本部道場長の指導

「
開
祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主

を
偲
ぶ
会
」
は
４
月
２５
日
午
後

７
時
か
ら
本
部
道
場
３
階
に
て

行
わ
れ
た
。

映
写
会
に
先
立
ち
、
植
芝
守

央
道
主
が
「
合
気
道
を
創
始
さ

れ
た
開
祖
、
継
承
さ
れ
た
二
代

道
主
、
先
達
の
方
々
が
今
日
ま

で
伝
え
て
こ
ら
れ
た
合
気
道
を

今
私
た
ち
は
稽
古
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
流
れ
に
よ
り
現

在
世
界
約
１
４
０
の
国
と
地
域

に
広
が
る
大
き
な
輪
が
で
き
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
在
り
し
日
の

開
祖
と
吉
祥
丸
二
代
道
主
の
映

像
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
稽
古

に
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と

挨
拶
を
さ

れ

た
。映

写
会
で
は

昭
和
３８
年
に
日

比
谷
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
た
演

武
大
会
で
の
開

祖
と
二
代
道
主

の
演
武
、
昭
和

４３
年
頃
の
本
部

道
場
で
の
開
祖

と
二
代
道
主
の

稽
古
の
模
様
が

上
映
さ
れ
た
。

映
写
会
後
、直
会
に
先
立
ち
、

植
芝
充
央
本
部
道
場
長
が
「
開

祖
、
二
代
道
主
を
直
接
知
ら
な

く
て
も
、
映
像
を
見
た
り
、
お

話
を
伺
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
時
の
状
況
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て

お
二
人
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と

心
に
留
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
込
め

な
が
ら
、
毎
日
の
稽
古
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
明
日
か
ら
も
、
し
っ
か
り

と
稽
古
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

山
本
高
英
（
公
財
）
合
気
会

監
事
か
ら
献
杯
の
発
声
に
よ
り

直
会
へ
と
移
り
、
開
祖
と
二
代

道
主
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歓

談
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
開
祖
・

二
代
道
主
に
関
す
る
質
問
に
対

し
て
道
主
が
回
答
す
る
時
間
も

設
け
ら
れ
た
。

偲ぶ会で道主によるお話があった

相
生
會
合
気
道
神
戸
三
田
道

場
の
三
十
周
年
記
念
行
事
が
、

麗
ら
か
な
春
の
陽
気
に
恵
ま
れ

た
令
和
８
年
３
月
２８
・
２９
日
の

両
日
、
兵
庫
県
三
田
市
立
駒
ヶ

谷
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
国

内
３７
団
体
、
海
外
１４
カ
国
３２
団

体
の
計
６９
団
体
か
ら
約
４
２
０

名
が
参
加
し
た
。

２８
日
は
午
前
か
ら
午
後
に
か

け
て
講
習
会
が
３
ク
ラ
ス
行
わ

れ
、相
生
會
の
堀
井
悦
二
師
範
、

堀
井
美
子
師
範
、
参
同
会
合
気

道
京
都
の
岡
本
洋
子
師
範
が
指

導
さ
れ
た
。転
換
法
を
は
じ
め
、

片
手
取
・
相
半
身
片
手
取
か
ら

の
呼
吸
法
、
一
教
、
小
手
返
し

な
ど
基
本
技
を
中
心
に
、
攻
撃

線
を
外
す
体
捌
き
や
受
け
の
取

り
方
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が

行
わ
れ
た
。

２９
日
は
堀
井
悦
二
師
範
に
よ

る
講
習
会
、
少
年
部
講
習
会
に

続
き
、
植
芝
守
央
道
主
の
講
習

会
が
行
わ
れ
た
。
道
主
は
、
技

の
形
が
変
わ
っ
て
も
体
捌
き
の

原
理
は
変
わ
ら
な
い
と
述
べ
ら

れ
、
片
手
取
、
両
手
取
、
横
面

打
、
諸
手
取
な
ど
を
示
し
な
が

ら
、
入
身
や
転
換
と
い
っ
た
基

本
修
練
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ

た
。
参
加
者
は
道
主
の
手
本
を

静
か
に
見
守
り
、
説
明
が
終
わ

る
と
一
斉
に
稽
古
に
取
り
組
ん

だ
。
講
習
会
の
終
盤
に
は
、
堀

井
師
範
が
道
主
の
受
け
を
取

り
、
若
き
日
に
１０
年
間
修
業
さ

れ
た
本
部
道
場
で
の
姿
を
思
わ

せ
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

続
い
て
演
武
会
が
行
わ
れ
、

道
主
が
見
守
る
中
、
参
加
者
が

熱
心
に
演
武
を
披
露
し
た
。
結

び
に
堀
井
悦
二
師
範
の
演
武
が

行
わ
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
た
。

演
武
会
後
は
会
場
を
ホ
テ
ル

に
移
し
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。

冒
頭
の
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、

道
主
か
ら
「
三
十
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
、
堀
井
師
範
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、
ご
家
族
、

道
場
生
、
関
係
者
の
支
え
の
賜

物
で
あ
り
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

約
２
５
０
名
の
参
加
者
は

久
々
の
再
会
に
笑
顔
を
交
わ

し
、
国
内
外
の
仲
間
と
の
新
た

な
交
流
も
生
ま
れ
、
会
場
は
終

始
和
や
か
な
熱
気
に
包
ま
れ
た

ま
ま
お
開
き
を
迎
え
た
。
（
合

気
道
尼
崎
道
場

藤
田
隆
充
）

植芝本部道場長を中心に参加者

植芝道主（右）の指導と堀井師範

令
和
８
年
度
植
芝
盛
平
翁
顕

彰
事
業
「
合
気
道
国
際
奉
納
演

武
」
お
よ
び
特
別
講
習
会
は
、

４
月
１８
日
に
植
芝
充
央
本
部
道

場
長
を
招
い
て
和
歌
山
県
田
辺

市
で
行
わ
れ
た
。

本
事
業
は
２
０
０
８
年
に
行

わ
れ
た
「
第
１０
回
国
際
合
気
道

大
会
」
を
継
承
す
る
事
業
と
し

て
、
開
祖
の
偉
業
と
そ
の
功
績

を
永
く
後
世
に
伝
承
す
る
と
と

も
に
、
国
内
外
に
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
事
業
で

あ
る
。

熊
野
本
宮
大
社
旧
社
地
「
大

斎
原
（
お
お
ゆ
の
は
ら
）
」
に

て
、県
内
外
並
び
に
フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ
ス
等
５
カ
国
か
ら
２４
団

体
、
約
１
３
０
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。

植
芝
道
場
長
に
よ
る
特
別
講

習
会
で
は
、
合
気
道
の
基
本
の

体
捌
き
で
あ
る
入
身
、
転
換
、

転
身
、
呼
吸
力
が
技
の
中
で
活

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
、
参
加
者
は
強
い
日
差
し
の

下
、
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら

熱
心
に
稽
古
に
励
ん
だ
。

講
習
会
後
、
正
式
参
拝
が
執

り
行
わ
れ
、
植
芝
道
場
長
を
は

じ
め
、
野
田
泰
輔
田
辺
市
教
育

長
、
倉
尾
直
樹
植
芝
盛
平
翁
顕

彰
会
理
事
長
、
和
歌
山
県
合
気

道
連
盟
会
長
九
�
家
隆
熊
野
本

宮
大
社
宮
司
、
田
坂
光
男
合
気

道
熊
野
塾
道
場
長
、
上
村
和
康

大
阪
武
育
会
会
長
が
玉
串
奉
奠

を
行
っ
た
。

続
く
演
武
会
で
は
、
１２
団
体

が
大
斎
原
と
い
う
神
聖
な
場
所

で
演
武
を
奉
納
し
た
。
締
め
く

く
り
と
し
て
、
植
芝
道
場
長
に

よ
る
奉
納
演
武
が
行
わ
れ
、
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
、
奉
納
演
武

会
は
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

演
武
会
終
了
後
、
場
所
を
熊

野
本
宮
大
社
「
瑞
鳳
殿
」
に
移

し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
懇

親
会
に
は
植
芝
本
部
道
場
長
を

は
じ
め
、真
砂
充
敏
田
辺
市
長
、

九
�
家
隆
植
芝
盛
平
翁
顕
彰
会

副
会
長
、
倉
尾
直
樹
顕
彰
会
理

事
長
、
野
田
泰
輔
田
辺
市
教
育

長
ら
約
６０
名
が
参
加
さ
れ
、
植

芝
本
部
道
場
長
よ
り
「
こ
の
度

は
植
芝
盛
平
翁
顕
彰
事
業
の
合

気
道
国
際
奉
納
演
武
大
会
が
無

事
に
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
心

か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
奉
納
演
武
会

を
毎
年
開
催
し
て
下
さ
る
田
辺

市
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
は
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に

閉
会
し
た
。

神
奈
川
県
連
講
習
会

神
奈
川
県
合
気
道
連
盟
第

１３
回
講
習
会
は
、２
月
２８
日
、

神
奈
川
県
立
武
道
館
に
て
開

催
さ
れ
た
。

今
回
は
桂
田
英
路
合
気
道

本
部
道
場
指
導
部
師
範
を
お

招
き
し
て
講
習
会
の
御
指
導

を
お
願
い
し
、
４７
団
体
か
ら

１
９
１
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。開

会
式
に
て
今
崎
正
敏
連

盟
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
桂
田
師
範
に
よ
る
講
習

と
な
っ
た
。
講
習
に
お
い
て

は
、
桂
田
師
範
は
「
相
手
と

の
つ
な
が
り
を
作
る
」
こ
と

な
ど
様
々
な
内
容
に
つ
い
て

細
か
く
御
説
明
さ
れ
、
ま
た

笑
い
を
誘
い
な
が
ら
多
く
の

貴
重
な
お
話
を
御
紹
介
頂

き
、
参
加
者
は
楽
し
み
な
が

ら
稽
古
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
桂
田
師
範
は
道
場
内
を

広
く
回
ら
れ
て
精
力
的
に
御

指
導
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な

講
習
会
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
。閉

会
式
の
後
、
会
場
を
近

く
の
ソ
シ
ア
２１
に
移
し
て
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
桂
田
師
範

を
囲
み
つ
つ
参
加
者
同
士
が

道
場
の
枠
を
超
え
て
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。
（
神

奈
川
県
合
気
道
連
盟
事
務
局

長

山
本
洋
）

植芝本部道場長の模範演武

「開祖・吉祥丸二代道主を偲ぶ会」

相生曾 神戸三田道場３０年

国
際
奉
納
演
武

広
島
県
連
、４０
周
年
記
念
行
事
開
催

第
２２
回
全
日
本
合
気
道
連
盟
特
別
講
習
会
共
催
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合 気 道 新 聞 第７７０号令和８年（２０２６）５月１０日（３）

私
（
藤
田
）
は
、
３
月
５
日

か
ら
９
日
に
か
け
て
、
国
際
女

性
デ
ー
講
習
会
の
た
め
ベ
ル
ギ

ー
の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
訪

問
し
た
。
本
講
習
会
は
欧
州
連

合
日
本
政
府
代
表
部
と
現
地
団

体
で
あ
るSessa

T
akum

a

合

気
道
会
等
の
共
催
で
行
わ
れ

た
。３

月
６
日
は
夕
方
か
ら
欧
州

連
合
日
本
政
府
代
表
部
に
お
い

て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

Ｅ
Ｕ
の
関
係
者
や
現
地
道
場
の

会
員
が
集
ま
っ
た
。
国
際
女
性

デ
ー
に
因
ん
だ
講
習
会
と
い
う

こ
と
で
、
「
女
性
と
合
気
道
」

に
つ
い
て
の
短
い
講
演
を
行

い
、
質
疑
応
答
で
は
特
に
女
性

か
ら
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ

た
。７

、
８
日
に

は
講
習
会
が
行

わ
れ
た
。
午
前

中
は
そ
れ

ぞ

れ
、Sessa

T
akum

a

合

気

道

会

のG
er

gö
Pasquale

tti

氏
とC

E
S

A
M

のA
lber

to
V

illari

氏

が
指
導
を
担
当

し
、
合
気
道
に

触
れ
た
こ
と
の
な
い
方
向
け
の

体
験
稽
古
会
を
行
な
っ
た
。
午

後
の
稽
古
を
私
が
担
当
し
、
ベ

ル
ギ
ー
国
内
に
加
え
、
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
チ
ェ
コ
等
か

ら
の
参
加
も
あ
り
、
２
日
間
そ

れ
ぞ
れ
３０
名
程
度
が
参
加
し

た
。ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
は
雨
が
多
い

と
聞
い
て
い
た
が
、
今
回
の
滞

在
中
は
一
度
も
雨
に
降
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
ど
こ
ろ
か
清
々
し

い
晴
天
が
続
き
、
私
の
初
め
て

の
海
外
で
の
講
習
会
指
導
を
後

押
し
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
（
合
気
道
本
部

道
場
指
導
部
指
導
員

藤
田
す

み
れ
）

私
（
入
江
）
は
２
月
２３
日
か

ら
２６
日
ま
で
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ａ
（
台
湾

国
際
合
気
道
連
盟
）
を
訪
問
し

た
。
２
月
１９
日
台
北
到
着
後
、

午
後
４
時
か
ら
昇
段
審
査
が
行

わ
れ
た
。

会
場
は
昨
年
同
様
、
講
習
会

場
と
同
じ
大
安
高
級
工
業
職
業

学
校
。
初
段
５
名
、
弐
段
２
名
、

四
段
３
名
が
受
審
し
て
合
格
し

た
。
昨
年
の
講
習
会
の
内
容
を

踏
ま
え
て
審
査
に
臨
ん
で
い
る

印
象
を
受
け
た
。

翌
２４
日
、
２５
日
の
両
日
、
講

習
会
が
行
わ
れ
た
。
午
前
午
後

２
時
間
ず
つ
計
４
回
。
参
加
者

は
８０
余
名
。
本
部
道
場
か
ら
も

会
員
５
名
が
参
加
し
て
台
湾
の

方
々
と
交
流
稽
古
を
行
っ
た
。

次
回
の
審
査
に
も
つ
な
が
る
よ

う
基
本
技
か
ら
短
刀
、
太
刀
、

杖
取
り
ま
で
審
査
内
容
を
確
認

し
な
が
ら
稽
古
を
進
め
た
。

若
い
会
員
か
ら
年
配
者
ま
で

熱
心
な
稽
古
ぶ
り
に
は
と
て
も

好
感
が
持
て
る
。
若
い
会
員
は

今
後
も
着
実
に
伸
び
て
い
く
で

あ
ろ
う
。
会
長
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
チ
ャ
ン
氏
ご
夫
妻
、
マ
イ
ク

・
チ
ェ
ン
指
導
員
を
は
じ
め
会

員
の
皆
様
に
は
大
変
手
厚
く
も

て
な
し
て
い
た
だ
い
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
本

部
道
場
指
導
部
師
範

入
江
嘉

信
）私

（
伊
藤
）
は
、
３
月
１３
日

か
ら
１６
日
ま
で
、
台
湾
の
台
北

市
で
講
習
会
指
導
を
行
っ
た
。

羽
田
か
ら
の
直
行
便
で
３
時

間
半
、
昨
年
同
様
台
北
の
松
山

空
港
で
、
会
員
が
横
断
幕
を
も

っ
て
出
迎
え
て
く
れ
た
。
ホ
テ

ル
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま

せ
、
夕
食
会
会
場
へ
。
多
種
多

様
な
中
華
料
理
を
囲
ん
で
、
国

際
部
長
の
呂
先
生
を
始
め
、
協

進
会
の
執
行
部
が
参
加
し
て
の

歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た
。

翌
日
は
故
宮
博
物
館
を
訪

問
、
２０
年
以
上
前
に
一
度
来
た

こ
と
が
あ
る
が
、
大
変
に
見
ご

た
え
の
あ
る
展
示
が
盛
り
沢

山
。
夜
は
台
北
市
内
の
体
育
施

設
で
稽
古
。

日
曜
は
昨
年
同
様
、
国
立
師

範
学
校
で
、
午
前
午
後
３
時
間

ず
つ
の
講
習
を
行
っ
た
。
協
進

会
と
台
湾
国
内
の
各
団
体
、
香

港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
参

加
者
も
併
せ
て
約
８０
名
が
参
加

し
た
。
今
回
で
４
回
目
の
訪
問

と
な
り
、
会
員
も
慣
れ
た
様
子

で
あ
る
。

５
月
に
は
４０
名
近
く
の
会
員

が
来
日
し
て
、
本
部
で
稽
古
を

す
る
と
の
事
で
、
ま
す
ま
す
交

流
が
深
ま
れ
ば
と
思
う
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

伊
藤
眞
）

私
（
難
波
）
は
、
３
月
２６
日

か
ら
３１
日
ま
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ

民
主
社
会
主
義
共
和
国
に
あ
る

ス
リ
ラ
ン
カ
合
気
道
連
盟
（
Ｓ

Ｌ
Ａ
Ａ
）
へ
本
部
巡
回
指
導
の

た
め
派
遣
さ
れ
た
。

２６
日
夜
、
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ

国
際
空
港
に
て
、
主
管
団
体
で

あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
合
気
会
（
Ｓ

Ｌ
Ａ
）代
表
の
ア
ジ
ッ
ト
師
範
、

ク
シ
ャ
ン
氏
の
出
迎
え
を
受
け

た
。ス

リ
ラ
ン
カ
財
団
研
究
所
講

堂（
マ
ッ
ト
１
９
６
枚
を
敷
設
）

に
お
い
て
、
２
日
間
で
計
４
回

の
稽
古
が
行
わ
れ
、
最
後
に
三

段
審
査
（
受
験
者
１
名
）
を
実

施
し
、
無
事
合
格
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
延
べ
５４
名
で
あ
っ

た
。稽

古
内
容
は
、
初
日
に
体
の

転
換
・
入
り
身
転
換
の
体
捌
き

か
ら
始
め
、
呼
吸
法
、
呼
吸
投

げ
、
五
級
の
基
本
技
、
肩
取
二

教
、
後
両
手
取
三
教
ま
で
を
指

導
し
た
。

２
日
目
も
同
様
に
体
捌
き
か

ら
始
め
、
１
日
目
の
復
習
に
加

え
、
正
面
打
ち
の
体
捌
き
、
両

手
取
り
天
地
投
げ
、
横
面
打
ち

四
方
投
げ
を
行

っ
た
。
姿
勢
と

重
心
を
意

識

し
、
力
ま
ず
自

然
体
で
動
く
こ

と
を
目
標
と
し

て
指
導
を
行
っ

た
。今

回
は
、
コ

ロ
ン
ボ
合
気
会

（
Ｃ
Ｍ
Ｂ
Ａ
）

か
ら
も
２

名

（
代
表
ガ
ミ
ニ

師
範
、他
１
名
）

の
参
加
が
あ
っ
た
が
、
全
体
と

し
て
は
中
東
で
の
戦
争
の
影
響

（
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

に
よ
り
欠
席
者
が
増
え
、
特
に

海
外
（
ド
バ
イ
・
イ
ン
ド
・
マ

レ
ー
シ
ア
）
か
ら
の
参
加
者
が

す
べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ス
リ
ラ
ン

カ
合
気
会
の
ア
ジ
ッ
ト
師
範
、

マ
ヘ
ー
シ
ュ
氏
、
ク
シ
ャ
ン
氏

の
献
身
的
な
支
援
に
よ
り
、
私

に
と
っ
て
初
と
な
る
ス
リ
ラ
ン

カ
で
の
稽
古
指
導
を
滞
り
な
く

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
初
心
者

や
子
供
の
参
加
が
多
く
、
来
年

そ
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
楽
し

み
で
あ
る
。

３０
日
午
後
、ア
ジ
ッ
ト
師
範
、

ク
シ
ャ
ン
氏
に
見
送
ら
れ
、
バ

ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
国
際
空
港
よ
り

帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
（
本
部

道
場
指
導
部
師
範

難
波
弘

之
）私

（
金
澤
）
は
、
３
月
１９
日

か
ら
２６
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
を
訪

れ
、
蓮
和
会
（
代
表
‥
ア
ラ
ン

・
テ
ン
ド
ロ
ン
）
主
催
の
講
習

会
で
指
導
を
行
っ
た
。
蓮
和
会

で
の
指
導
は
３
回
目
と
な
る
。

１９
日
朝
日
本
を
出
発
し
、
同

日
夜
リ
ヨ
ン
空
港
に
到
着
、
代

表
の
ア
ラ
ン
・
テ
ン
ド
ロ
ン
氏
、

蓮
和
会
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
代
表
の

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ラ
ブ
エ
ス
氏
、

ク
レ
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
で
道
場
を

も
っ
て
い
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ポ
ゴ
レ
リ
ー
氏
が
出
迎
え
て
く

れ
た
。
リ
ヨ
ン
か
ら
車
で
３
時

間
程
移
動
し
、
講
習
会
が
行
わ

れ
る
ク
レ
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
に
到

着
す
る
。

２０
日
夜
１９
時
か
ら
１
時
間
１５

分
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ゴ
レ

リ
ー
氏
が
倉
庫
を
改
装
し
て
作

っ
た
「
ボ
ル
コ
ン
道
場
」
で
１３

名
が
参
加
し
て
最
初
の
稽
古
が

行
わ
れ
た
。

翌
土
曜
日
、
日
曜
日
は
地
元

の
体
育
館
を
借
り
て
、
午
前
・

午
後
計
４
回
７
時
間
半
の
講
習

が
行
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
か

ら
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
タ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ

ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
な
ど
か
ら
約
１
４
５
名

が
登
録
し
た
。
蓮
和
会
の
会
員

だ
け
で
は
な
く
ほ
か
の
団
体
か

ら
も
多
数
参
加
し
て
お
り
、
稽

古
を
通
じ
て
新
た
な
交
流
・
つ

な
が
り
が
で
き
た
こ
と
は
非
常

に
良
い
機
会
で
あ
る
と
感
じ

た
。翌

２３
日
は
車
で
４
時
間
程
か

け
て
モ
ン
ペ
リ
エ
へ
移
動
、
２４

日
夜
２０
時
か
ら
１
時
間
半
、
蓮

和
会
の
「
ス
ピ
ノ
ジ
道
場
」
で

稽
古
を
行
い
、
４８
名
が
参
加
し

た
。

翌
２５
日
は
車
で
４
時
間
程
か

け
て
リ
ヨ
ン
に
移
動
、
１９
時
半

か
ら
２１
時
ま
で
、
リ
ヨ
ン
市
で

活
動
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
団

体
か
ら
４６
名
が
参
加
し
て
稽
古

を
行
わ
れ
た
。

今
回
の
フ
ラ
ン
ス
の
３
つ
の

都
市
（
ク
レ
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
、

モ
ン
ペ
リ
エ
、
リ
ヨ
ン
）
を
訪

問
し
講
習
会
を
行
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
で
し
っ
か
り
と
根

付
い
て
合
気
道
の
稽
古
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
身
を
も
っ

て
感
じ
た
。
ま
た
、
ア
ラ
ン
・

テ
ン
ド
ロ
ン
氏
の
周
り
に
は
素

晴
ら
し
い
仲
間
が
大
勢
お
り
、

合
気
道
の
輪
が
さ
ら
に
拡
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

金

澤
威
）

私
（
櫻
井
）
は
３
月
１８
日
か

ら
２４
日
ま
で
、
レ
オ
坂
梨
道
場

長
の
主
催
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

合
気
道
普
及
セ
ン
タ
ー
講
習
会

指
導
の
た
め
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
を
訪
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降

７
年
ぶ
り
の
訪
亜
で
あ
る
。

稽
古
は
市
内
中
心
部
に
あ
る

精
気
道
場
で
行
わ
れ
、
２０
～
２２

日
の
３
日
間
で
計
４
回
行
い
、

約
１
４
０
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。坂

梨
道
場
長
の
希
望
も
あ

り
、
基
本
を
確
認
し
な
が
ら
一

つ
一
つ
技
を
こ
な
す
稽
古
を
心

掛
け
た
。
会
員
も
し
っ
か
り
と

噛
み
し
め
な
が
ら
、
黙
々
と
打

ち
込
む
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
２１
日
の
稽
古
に
は
星
野
芳

隆
駐
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
特
命
全
権

大
使
が
奥
様
と
ご
見
学
さ
れ

た
。ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
は
夏
の
終
わ

り
に
あ
た
る
。
エ
ア
コ
ン
の
な

い
道
場
で
会
員
と
と
も
に
汗
を

か
き
、
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

櫻
井
寛
幸
）

私
（
日
野
）
は
、
ル
ー
マ
ニ

ア
合
気
会
合
気
道
連
盟
（
Ｒ
Ａ

Ａ
Ｆ
）
春
季
講
習
会
の
指
導
の

た
め
、
３
月
１９
日
か
ら
２３
日
ま

で
ル
ー
マ
ニ
ア
は
ク
ル
ジ
ュ
・

ナ
ポ
カ
に
滞
在
し
た
。

講
習
会
は
２０
日
か
ら
２２
日
ま

で
行
わ
れ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
他

に
モ
ル
ド
バ
３
名
と
ト
ル
コ
３

名
を
含
め
約
１
５
０
名
が
参

集
。
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｆ
の
ド
リ
ン
氏
と

ユ
リ
ア
ン
氏
と
私
で
１
時
間
の

稽
古
を
８
回
行
っ
た
。

Ｒ
Ａ
Ａ
Ｆ
は
国
内
に
１
０
０

以
上
の
傘
下
道
場
を
有
し
、
会

員
数
は
２
０
０
０
名
を
超
え
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ル
ー
マ
ニ

ア
北
部
に
位
置
す
る
ク
ル
ジ
ュ

・
ナ
ポ
カ
ま
で
車
で
１０
時
間
以

上
か
け
て
来
る
参
加
者
も
お

り
、
熱
心
に
稽
古
を
す
る
姿
や

セ
ミ
ナ
ー
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

協
力
す
る
姿
に
は
触
発
さ
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
白
帯
や

１０
代
の
参
加
者
も
多
く
み
ら

れ
、
ま
す
ま
す
の
賑
わ
い
が
期

待
さ
れ
る
。
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｆ
代
表
の

ド
リ
ン
氏
を
中
心
に
更
な
る
充

実
が
あ
る
こ
と
を
願
う
。
（
本

部
道
場
指
導
部
師
範
日
野
皓

正
）

難波師範（左）と

説明する藤田指導員

スリランカでの稽古風景

入江師範の抑え技

金澤師範の指導

伊藤師範を中心に

櫻井師範の指導

日
頃
か
ら
格
別
の
ご
理
解
と
ご
厚
意
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
合
気
会
は
、
開
祖
植
芝
盛
平
翁
の
創
始

し
た
合
気
道
の
承
継
を
支
援
し
、
合
気
道
に
よ
る
心
身
の

錬
成
と
合
気
道
の
普
及
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
体
育
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
公
益
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
合
気
道

の
よ
り
一
層
の
普
及
発
展
を
は
か
る
た
め
「
公
益
財
団
法

人
合
気
会

定
款
」
に
も
と
づ
く
「
維
持
会
員
」
へ
の
お

誘
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
賛
同
頂
き
、
ご
後
援
、
ご
援
助
を
賜
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ

ご
高
配
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

１
、
会
員
種
別

（
１
）
賛
助
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
事
業

を
援
助
す
る
た
め
に
維
持
会
費
と
し
て

年
額
１
口
２
万
円

１
口
以
上
を
納
め
る
個
人
お
よ
び
法

人
又
は
団
体

（
２
）
特
別
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
こ
の

法
人
を
後
援
維
持
す
る
た
め
に
維
持
会
費
と
し
て

年
額
１
口
１０
万
円

１
口
以
上
を
納
め
る
個
人
お
よ
び
法

人
又
は
団
体

２
、
維
持
会
員
の
特
典

（
１
）
合
気
会
で
主
催
す
る
演
武
大
会
等
の
行
事
に
ご
招

待
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
２
）
合
気
会
で
発
行
す
る
合
気
道
新
聞
、
合
気
道
探
求

な
ど
の
出
版
物
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
（
公
財
）
合
気
会
事
務
局
ま
で

䣓
維
持
会
員
䣔
へ
の
お
さ
そ
い

アジア巡回指導 スリランカ
国
際
女
性
デ
�
講
習
会
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合 気 道 新 聞 （４）令和８年（２０２６）５月１０日第７７０号

【四段】

◆祥平塾�木村元太郎◆Ａ＆Ｐ合氣道大関

道場�小林順二◆合気道東湖塾�沖澤武志

◆山口道場�三浦靖洋◆IHI東京�森田晶

彦◆合氣道神武錬成塾�加藤礼次郎◆月窓

寺道場�川�直行、橋本松吾、石川陽一◆

合気道宇宙の会�近藤洋平◆山形新庄道場

�足立原敦◆小林道場�中村正行、今野弘

子、塩森淳◆調布合気道会�磯沼利惠子◆

室蘭道場�和田尚人◆緑が丘合気会�近藤

正人◆松江道場�田辺大◆我孫子合気会�
澤志麻子◆山口合気会平生道場�南木崇仁

◆名古屋至誠館�渡部智彦◆合気研鑽会�
真鍋和代◆合気道興隆会�藤井彰子◆啓翔

会�佐野一憲、鈴木孝由◆山形落合道場�
工藤正樹◆SINGAPORE�S.Lee◆ARGEN-

TINA�F.Russo、A.Solana◆SWEDEN�M.

Glaser◆FRANCE�J.Trani、S.Maldonado、

W.Coryn、M.Ahmadian、F.Zaccaria、R.Vitor-

ino 、 B. Brochenin ◆ NETHERLANDS� E.

Loon、M.Koutek、S.Jansen◆RUSSIA�D.Lo-

mash、T.Limonova、M.Fedosov、M.Mamonov、

B. Poley 、 O. Smirnov 、 A. Auzhin 、 A.

Evdokimenko 、 V. Bukreev 、 V. Shvirkov ◆

MEXICO�J.Sanchez、R.Gonzalez、O.Arenas、

A.Gomez◆中国� 一琳、李 兵、 印

◆GERMANY�V.Lotchev、U.Peer、N.De-

metrovic、R.Schwalbe、Z.Adamovic◆SWIT-

ZERLAND�A.Stooss、J.Sahli◆ITALY�F.

Graziano◆VIETNAM�C.Duc、M.Thuy◆

TURKEY�E.Akilli◆SPAIN�D.Sanchez、

M.Matas、J.Ribodigo、A.Valdivieso、J.Garcia

◆ AUSTRALIA � D. Robinson ◆ CO-

STARICA�R.Schaik、F.Ng◆URUGUAY�
M.Martinez、M.Santini

【参段】

◆よみうりカルチャー川崎�河合菜美花◆

愛媛合気道塾�田所翠◆沖縄合気会�M.

Elhilali、M.Shahbazi◆合氣道神武錬成塾�
阪本稜治、井田青子◆月窓寺道場�塚田裕

昭、小倉久美子、中村美枝、白井正夫◆合

気道宇宙の会�千田秀之、高木正直◆高松

合気会�氏家史博◆合気道研修会道場大阪

�乕田泰三、半田翔也◆合気道合心館�小

林江美◆長崎合気道会�福井雅士◆山口合

気会柳井道場�地田啓一郎◆合気道滋賀�
大黒貴之◆自由が丘道場�小杉俊啓◆秋田

能代合気会�須藤千代子◆小林道場�酒井

政嘉、菊池康宏◆祥平塾�菊地純哉、副島

成達、並木佐紀子、中川克二◆大阪合気会

�大城理恵◆浜風合気会�新藤多門◆文京

区合気会�F.Groesbeek、白倉哲夫◆野比

道場�菅本政紀◆和氣會�佐野漠◆河北道

場�箱木文太◆柏合気会�大場勝輝、金澤

慎介◆愛媛大学医学部�土居友美◆岡山大

学�熊本庄真◆日本大学工学部体育会合気

道部�光井皓亮◆SINGAPORE�Y.Leong、

S. Gan 、 G. Choo ◆ ARGENTINA� A. Pa-

lavecino、V.Ciraolo、A.Bertolino、M.Calderon

◆CAMBODIA�D.Brockschmidt◆FRANCE

� B. Billotte ◆ NETHERLANDS� R. Feny-

vesi、R.Renfurm◆SRILANKA�L.Weeras-

inghe◆U.S.A．�L.Rincon◆TURKEY�A.

Turhan、A.Uner◆RUSSIA�A.Ivanov、S.

Shishkin、S.Kamentsev、A.Zhidkov、A.Mik-

heev、O.Mannulina、R.Matveev、I.Sosnovcev、

V.Novoseltsev、M.Nikitin、S.Golikov◆ITALY

�F.Vottre、M.Capellino、L.Marcello◆中国

�范子瑜◆MEXICO�E.Brezin、C.Cervan-

tes、M.Perez◆GERMANY�J.Riedel◆BUL-

GARIA�R.Abendano、M.Beainy、D.Kvarn-

berg、Z.Jaber、Y.Hessas、M.Berrani◆BRAZIL

�D.Vincenzo◆GREECE�S.Lofitis◆U.K．

�D.Graham、J.Mahele◆SPAIN�A.Hernan-

dez、R.Bujan、D.Guell、A.Navarro、J.Molina、

D. Clares、D. Mikhaylov、G. Zheng◆URU-

GUAY�J.Pareja

【弐段】

◆よみうりカルチャー横浜�中條祐介◆相

馬合気道教室�小林康弘◆道央合気道会�
村山優空、佐藤翔太◆合気道東湖塾�野

広大、山本宗一◆山口合気会山口道場��
森慎太郎◆皇武塾�森田譲、長谷川隆行◆

Ｊ１合気会�国分元樹、鶴田萌々子◆愛媛

合気道塾�大野木智美、本郷里沙◆武産浦

帆道場�伊藤槇◆合氣道 合氣塾�青木謙

二◆沖縄合気会�D.Hafera、J.Berman◆合

氣道神武錬成塾�井田正志、別部紘介◆熊

野塾彩新道場�田村ひろみ◆月窓寺道場�
ヴィカリオ・エリック◆広島合気会�沢田

賢志◆習錬館道場�飯島信介◆高松合気会

�小川佳孝◆合気道合心館�中川泰臣、山

之内武志◆合気道三浦�田村謙明◆山形寒

河江道場�滝口恵子◆小林道場�伊藤夏

実、鈴木優那、森川勝、中島伸和、宇野楽

造、大西佳子、峯村妙子◆祥平塾�古賀太

陽、二階茂、米光令子◆神都久保道場�粉

川愼二郎◆合気道桔梗会（関道場）�木村

建雄、西原環樹、阪口百合◆大阪合気会�
小森都季、石川晴翔、和田英明◆阿久比合

気道�榊原瑛拓◆富士通�高橋徹◆朋清会

�井上椋太、勝田柊平、松島七峯、大西彩

水、水谷明香里◆豊田葵道場�中埜太郎◆

堀越道場�荒井慶子◆我孫子合気会�北川

明◆合気道平成会�栗和奏◆絆・勝稲和合

塾道場�土肥浩一郎◆合気道共生塾�清水

綾香◆合気道倫�伊東慎一郎◆かすみがう

ら合気会�佐々木智絵◆合気研鑽会�濱田

康資◆紀州熊野合気会�山本奏◆啓翔会�
杉浦朱里◆綾瀬市・海老名市合気会�浅沼

杏樹◆かきつばた会�村田未紗子、村田直

樹◆山形県立山形南高等学校�和泉博晃◆

山口大学�今井優汰◆愛媛大学医学部�落

合結希◆愛知教育大学�川本夏輝、荻野美

咲◆岡山大学�鎌田郁矢◆関西大学体育会

合気道部�松田英暉◆信州大学�川畑拓己

◆西南学院大学�木幡有似◆早稲田大学�
栗原颯太、島呼春◆中部大学�竹田祥、小

泉幸弘◆日本大学芸術学部�高田明香◆武

蔵大学�田草川誉◆明治大学駿河台合気道

同志会�小野恭兵◆立教大学�宮本悠生◆

専修大学�井坂匠汰、木田恭誠、徳竹道大、

近藤怜、平田実紗希、大橋紘子◆三重大学

医学部合気道部�長尾奏花◆奥羽大学合気

道部�モーガン碧◆SWITZERLAND�M.

Messerli◆U.S.A．�R.Earnest、M.Vargas◆

SINGAPORE�W.Tan、汪佩霖、 欣宇、

黄 ◆ARGENTINA�J.Thouet、M.Stinga、

P.Nicoletti、A.Re、J.Vizcaino、E.Cardoso、

M.Haas、G.Carrizo、R.Pisano、M.Lujan、P.

Castro、G.Davoli、E.Vargas、M.Peres、D.San-

tillan◆FRANCE�T.Bircak、W.Casagrande、

F.Ochoa、A.Asars、P.Weingraber、R.Poncet

◆FINLAND�M.Haverinen◆TURKEY�C.

Ozeren、H.Beytas、D.Bulhaz、T.Sabanoglu、

A.Tugrul、E.Celenli、A.Ozel、I.Erustun◆RUS-

SIA�E.Duma、I.Pushina、V.Korneeva、I.Dan-

shin、I.Akperov、D.Pchelkin、A.Gostev、D.

Topalian、A.Shatlova、D.Martynov、A.Chal-

nikova、D.Samsonov、R.Zorin、A.Suvorov、

A.Anistratenko、S.Klybkina、D.Vasileva、A.

Mozgova、V.Byashirov、E.Surhaev、A.Gusev、

A.Gabdrahmanova、D.Prosvirnina、A.Prive-

dentsev、B. Davydov◆BASHKORTOSTAN

�N.Artamonov◆SERBIA�N.Manojlovic◆

MEXICO�P.Ponciano、C.Lopez、H.Sando-

val、G.Cristiani、R.Ortega、S.Grimaldo、F.

Marquez、F.Marmolejo◆BRAZIL�L.Braga、

D. Senhora ◆ GREECE � E. Moustos 、 I.

Raftopoulos、C.Posonidis、M.Kirikou◆中国

� 、徐若冰◆GERMANY�D.Gerull、

C.Rauschel◆BULGARIA�L.Nikolic、L.And-

jelkovic、 S. Andjelkovic、 R. Kaddoura 、 J.

Feghaly、F. Misoc、 J. Nester◆ ITALY�P.

Renzullo、G.Grippa、M.Gabrieli、D.Modenese

◆VIETNAM�M. Quynh◆ SPAIN� J. Ra-

gau、E.Marquez、A.Marchal、M.Juarez、M.

Pino、J.Herrero、N.Boix◆CZECH�J.Havlik、

J.Steinberger◆URUGUAY�J.Lopez、J.Arri-

ola、N.Pantanetti、J.Gilsanz、K.Achkar

【初段】

◆Ａ＆Ｐ合氣道田口道場�山崎陽穂◆道央

合気道会�山田裕子、南澤宗樹◆合気道瀧

田塾�宮田紗季◆Ａ＆Ｐ合氣道大関道場�
神山天城、江川天真、小松茂男、小泉凛◆

諏訪道場�毛利勇人◆尾張合気会�永田淳

子◆無為会�邵 ◆可児道場�小木曽悠◆

皇武塾�加藤勢也◆愛媛合気道塾�渡辺将

人◆沖縄合気会�J.Pierpan、A.Poedezac、J.

Blanc、H.Bratt、大城康彦◆荻窪合気道同

好会�小野美和◆山口合気会下松道場�稲

田桜希◆合氣道神武錬成塾�永松雅宣、阿

部国光◆群馬合気会�滝沢康◆月窓寺道場

�渡部美里◆合気道合心館�山本美春、柳

田陽、牛島悠紀、藤野祐子◆長崎合気道会

�伊藤宏一郎◆合気道そよかぜ�小林優太

◆小林道場�井上正行、鈴木亮吾、吉田早

希、千葉祐基、山岸和則、河内佳乃◆福島

武道館�鳥羽仁◆尚武館�南紘太◆A.K.I．

�S.Narath、J.Roman◆祥平塾�安永緑、

加藤清人、永嶋真奈美、�井克実、山崎愛

奈、新藤十仁、武田信也、本多秀則、星野

宏典、メラニー・グラベル、広瀬直哉◆神

武館�大橋翔真、安田光希◆大成合気道会

�須藤快人、伊東克高◆辻堂道場�田中薫

子◆阿久比合気道�原菜月◆等々力道場�
宮原秀二◆取手合気会�樋口潤◆浜松合気

道会�岡本彩愛、米山月菜、山口慧佳、西

山えみり、加藤輔◆文京区合気会�大塚麻

衣、小谷理恵◆朋清会�三島一成、スミス

・ジャスティン・怜、小林優翔◆豊田葵道

場�柳田昌一◆胆振合気会�佐々木仁美◆

合氣道松心館�桃園恵、鈴木武広、遣田伸

明◆堀越道場�堀越遼太郎、松田正次◆お

あしす合気会��中多喜子◆五十嵐道場�
小川主水◆守清館�大坪真治◆正道友和会

�阿部樹◆宮崎合気道会�今市涼介◆合気

道大和武育会�山本彩乃◆合氣道四箇郷道

場�辻本益悠、咲間時弥◆合氣求和会前沢

道場�加藤隆成、高橋琴音◆合氣道楠見道

場�富田つぐみ◆合気道入江道場�若林由

実子、�橋空七、�橋明日香、今津遥花◆

井蛙塾�田中海湊◆みなと合気道教室�津

野田俊、津田珀◆合氣道修徳会�小高保◆

合気道大阪研究会�九門樂、紫垣奏吾◆夢

創塾�杉本啓介◆徳親館�グポ・マークジ

ョセフ・セミラーノ◆合気道平誠会�関口

貴宏◆綾瀬市・海老名市合気会�浅沼八雲

◆二松学舎大学附属高等学校�板倉叶芽、

藤掛湧希◆山形県立山形南高等学校�芳賀

優仁◆愛媛大学医学部�横田茉梨愛、岡田

愛生、渡邉慶一◆愛知淑徳大学�早川黎、

丹羽優佳、水野綾香◆一橋大学�稲越悠、

大内祥子、大内雄介、鈴木文斗、浜中健佑

◆岡山大学�山下夏音、加賀山貴子◆関西

大学体育会合気道部��田理司、�橋里於

◆九州大学�前田洋輔◆広島修道大学�松

岡秀晃◆信州大学�川津凜、櫻井虹音、�
橋蒔子、永谷いくみ、野口あげは、吉岡澄

果◆新潟大学�佐藤伸哉、稲森優斗、永井

裕己◆千葉大学�矢野皓大、佐藤隼斗、井

上航志、流川廉大朗、井口諒太郎◆早稲田

大学�矢島紅葉、馮露汐◆中部大学�杉山

遥◆津田塾大学��橋みなみ、菅原優希、

瀬筒礼子◆島根大学�西本橙香、松浦真生

◆同志社大学体育会合気道部�伊藤航大、

福井里奈◆奈良女子大学�湯浅双葉、種�
しのぶ、香田愛美、楠田萌々香、辛川真生、

河東柚羽、井澤明音、井久保希咲、泡渕音

葉、芦田純英◆法政大学�河原圭吾、大木

紅璃、塚本柊斗、黒田悠平◆北海道大学�
奥野翔真、熊手仁希、貞村星那、相馬龍仁

◆明治大学駿河台合気道同志会�猪子駿太

◆立命館大学体育会合気道部�山岸航貴◆

和歌山大学�青木琴実、藤崎来実、後原雪

乃、藤本雄太郎、外山明寿香、松井美月、

江口友陽、近松佳歩、北山陽翔、栗本修都

◆明治薬科大学合気道部�田中晴規、安西

歩実◆CZECH�M.Sinkorova◆MOLDOVA

�B. Subbotin◆U. S. A．�K. Celarier、 P.

Lynch、K.Mcnamara、I.Alonso◆SINGAPORE

� 曉萱、王嘉慶、林芯如◆ARGENTINA

�L.Bosart、L.Davicino、S.Herrera、J.Bazzi、

J.Arguello、C.Benitez、G.Kasevich、V.Insaur-

ralde、C.Dieguez、A.Ruiz、G.Salgado、E.

Lopez、J.Alonso、J.Burriel、F.Iaquinta、F.Ro-

driguez、R.Giorgio、G.Grassi、A.Martini、J.

Molina、M.Pizarro、F.Vettorazzi◆FRANCE

�E.Bellegarde、R.Kazakov、C.Leconte、A.

Utinans、M.Steirteghem、C.Ros、T.Constantine-

sco、C.Szols、V.Moreno、C.Navarro、I.Ro-

driguez、A. Breton◆NETHERLANDS�D.

Visser◆TURKEY�S.Abak、C.Tuncel、M.

Bolat、C.Firtina、O.Firtina、T.Gul、K.Oz、

G.Uzun、A.Aydin、M.Kabay、N.Yurtoglu、

H.Yilmaz、M.Yalcin、C.Gulle、N.Ozel、C.

Durmaz、B.Esmen、B.Colak、E.Colak、M.

Birdal、F.Delice、A.Aktokmakyan、S.Hepsen

◆RUSSIA�A.Karpushina、N.Mychkin、D.

Tagil、V.Lukianov、E.Starichenko、I.Nepak-

harev、D.Kapitanov、A.Sergienko、A.Gor-

bunov、E.Manokhina、D.Orlova、A.Sokol、

I. Sokol、A. Khovrigina、L. Shevchenko、 I.

Rossov、R. Mokeev、A. Sharipov、A. Sok-

olovskiy、V.Loganov、A.Kuzanian、V.Pope-

nov、A.Ilina、M.Kozlova、A.Nikolaeva、G.

Presnova、A.Ulybysheva、E.Prikhodko、A.

Barmin、A.Brovkin、Z.Korosteleva、S.May-

orov、A.Rakhmetullova、U.Chubykina、N.

Shcherbinin 、 V. Polynkin 、 K. Orlova 、 V.

Boikov、V.Beresnev、A.Lavrinenko、B.Tsy-

ganov、V.Nikulochkin、M.Saridis、Y.Kubarev、

A.Karpov、D.Kireev、R.Andriyanov、M.Tom-

chuk、A.Gataullin、L.Belousov、A.Lyubavin

◆ BASHKORTOSTAN�V. Dorokhov 、 K.

Fatkhulislamov◆SERBIA�M.Rajkovic、M.

Mitrovic◆ SWITZERLAND�N. Perler 、 J.

Roger、P.Wesel、E.Tagnard、M.Suter、P.Math-

enet◆BRAZIL�R.Mendonca◆ ITALY�F.

Chieregato、M.Crivellin、L.Banci、S.Cannata、

C.Falchetta、F.Pinzauti、C.Lavagnoli、M.Val-

tolina、T.Valtolina、G.Baraldo、B.Franceschi、

C.Mazzullo、 C.Cali’◆MEXICO�J.Molina、

L.Mendoza、E.Pacheco、J.Velez、J.Boutet、

M.Saucedo、A.Angel、A.Sanchez、A.Rios、

V.Hernandez、O.Aguilar◆GERMANY�M.

Dyhr、C.Freuer、L.Reiners、C.Keil、N.Mages、

L.Anthnoijs、N.Reichelt、F.Nier◆BULGARIA

�S.Nikolov、V.Stojanovic、L.Rasovic、M.

Zivkovic、O.Almulla◆MACEDONIA�L.Spi-

rov◆KAZAKHSTAN�Z.Malikov、M.Bayer

◆ GREECE�M. Parigoris 、 E. Fiotaki 、 E.

Karagiannis、A.Kyriakidi◆中国�蔡�垚、

劉偉廉、 振宇◆U.K．�R.Moody、K.Sas-

vari、C.Tedonjio◆VIETNAM�池田美和、

M. Olander◆SPAIN� J. Hens、A. Rey、U.

Rober、E.Santos、A.Romera、M.Rojas◆AUS-

TRALIA� J. Francesco 、 D. Brown ◆ URU-

GUAY�C.Russo、G.Russo、E.Spano、J.Olaso、

M.Alvarez

各各道道場場のの昇昇段段者者
令和８年３月１０日～

４月１４日

（公財）合気会登録


